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１ 園の経営目標 
・子ども一人一人の最善の利益を考慮し、発達や状況を踏まえて養護及び教育を一体的に行い、意

欲的に行動する子どもを育てる。 

・職員は豊かな愛情と人権に対する高い意識をもち、保育の質の向上をめざす。 

・保護者や地域の子育て支援に積極的に取り組み、子どもの育ちを支える。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは、安心して自分を出して生活しやりたい遊びを楽しんでいる。園庭では草花や土な

どの自然に触れながら異年齢の友達と関わって遊んでいる。思いやりの気持ちも育まれている。 

・保育者は子どもの育ちを保護者と共有し、きめ細やかな子育て支援を行うよう心掛けている。 

・保護者や地域、近隣小学校の理解と協力を得て、円滑に教育・保育を進めている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 安心・安全な環境づくりを進めます 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・自分の大切さとともに人の大切さ
を認める保育を実践していく。 

・子どものありのままの姿を受け止める愛着計画を３ケ月毎
のポイントで各自振り返る。気付きをプロジェクトで確認
後、意見交換を行い子ども理解を深めていく。 

・絵本や図書、虫や生き物との触れ合いを通して生命の大切
さや友達の良さに気付かせていく。 

・職員一人一人の危機意識を高めて
いく。 

・子どもの危険な行動を予測した訓練等、様々な想定での訓
練を積み重ねる。 

・日々の連絡会でヒヤリハットを共有し改善策を考える。 
クラスリーダー会で検証し、全体で周知していく。 

・危機管理マニュアルは３ケ月に１回、読み合わせを行う。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 体を動かす楽しさを感じられる環境を整えます 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・思わず遊びたくなる環境を整え、
多様な動きを取り入れていく。 

・運動遊びプロジェクトで２か月毎に動きのテーマを提案し
ていく。園庭や室内、ホールで自ら遊びたくなる環境をつ
くり、全職員で検証、再構成を行っていく。 

・手や指先を使った遊びの環境を整
える。 

・つまむ、つかむ、回すなど年齢や発達に合った手や指先の
遊びを充実させていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

生活や遊びの取り組みを発信し、保護者とともに子どもの育ちを支え
ていきます 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・食の大切さを共有し、食への関心
を高める。 

・園の食育の取り組みを発信し（年間４回以上）保護者によ
るレシピなども紹介しながら健康な食生活や体づくりを
行う。 

・絵本に触れ、豊かな心を育てる。 
・職員によるおはなし会を通してお話に親しむ機会をつく

る。絵本だよりを（年間３回以上）発行し親子で借りたく
なる絵本を紹介していく。 


